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スリーブ外径Ｈ 孔際あばら筋

片側１組

片側２組

片側３組

使用材料

タイプ別キャップ色一覧

■孔際あばら筋

　通常配筋されるあばら筋を孔の両側に寄せて使用する。孔の両側には、必ず孔際あばら筋を１組以上配筋する。

　標準配筋は下図の通りとする。施工の際には、必ず補強計算書を確認し、孔際あばら筋の配筋に注意する。

ＫＳＳ７８５－Ｋ

（認定番号 ＭＳＲＢ－０００４）

一般財団法人日本建築センターによる一般評定
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タイプ別ｅ寸法一覧

キャップ色ＴＹＰＥ

■孔が近接して複数ある場合

　孔が近接して複数ある場合、各々の孔際には、孔際あばら筋を

　１組以上配筋する。

　また、孔－孔間のあばら筋は一般部あばら筋の間隔以下になる

　ようにし、一般部あばら筋を１組以上配筋する。

　ただし、鉄筋のあきが確保できない場合はこの限りではない。

２．一般事項および適用範囲

梁の全せい へりあき寸法

■孔上下の補強方法

　孔径が４００ｍｍ以上となるときは、補強計算より求められた補強筋の他、孔上下位置に配筋を行う。
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４．スーパーハリーＺ　Ｍタイプ施工要領

３．スーパーハリーＺ　Ｍタイプ標準配筋図１．スーパーハリーＺ　Ｍタイプ形状寸法及び重量
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適用孔径

［スリーブ外径］

「ＢＣＪ評定－ＲＣ０２２４－０６」（平成３０年３月１４日付）

参考図とし代表既製品を記載。

その他既製梁貫通補強は検討書を監督員及び監理者に提出し承認を得る事。
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　柱際から水平方向の孔中心位置Ｌ１は、孔が梁せいの中央にある場合Ｌ１≧Ｄとする。それ以外はＬ１≧Ｄ＋Ｈ／２とする。

　ｂ）孔間中心距離（Ｌ２）

ａ）柱際から水平方向の孔中心位置（Ｌ１）

　　孔が複数あるときの孔の中心水平間隔Ｌ２は、孔平均径の３倍以上とする。

　　へりあき最小寸法Ｌ３は表の値とする。

■施工上の留意点

（１）製品の方向

（２）かぶり厚さの確認

（４）製品の取り付け検査

■標準的な施工順序

（２）孔際あばら筋、一般部あばら筋を配筋する。

スリーブ受けが孔の上または下になるように取り付ける。裏表の区別はない。

製品の取り付け検査は、設計マニュアルのチェックシートを参考に実施する。

※スーパーハリーＺ　Ｍタイプ標準図の評定内容など、製品の性能に関わる内容の編集はご遠慮下さい。編集された内容については弊社では責任を負いかねます。

（４）有効補強範囲内の鉄筋間隔が適当であるか確認する。

（３）あばら筋内側にスーパーハリーＺ　Ｍタイプを設置し、結束線で４～６ヶ所程度結束する。

（１）孔際あばら筋本数及びスーパーハリーＺ　Ｍタイプのタイプを確認する。

梁断面から見たスーパーハリーＺ　Ｍタイプどうしの間隔は、鉄筋のあきを確保する。

スーパーハリーＺ　Ｍタイプは図に示すようにあばら筋の内側に取り付け、結束線で孔際あばら筋に４～６ヶ所程度結束する。

（３）製品の取り付け位置の保持方法

スーパーハリーＺ　Ｍタイプのかぶり厚さを確保する。
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正しい取り付け方向 不適当な設置例

スリーブ受け

スリーブ受け

１組以上配筋

■一般事項

■貫通孔適用範囲

　・製品には鉄筋径別に色分けされたアンカーキャップや製品種類を記載したラベルが取り付けてあるので間違いが無いか必ず確認する。

　・製品は錆の発生、コンクリートとの付着性能を損なう物質（油、泥等）の付着を避け保管する。

配筋例

５０
孔際あばら筋

一般部あばら筋

孔際あばら筋 孔際あばら筋
５０５０ ５０５０

５０

一般部あばら筋 一般部あばら筋

大梁

小梁

Ｄ

大梁

Ｄ

小梁

Ｄ ： 梁せい Ｈ ： 孔径（スリーブ外径）

Ｌ ： 柱際から孔の中心までの距離

Ｌ ： 梁の上下面から孔面までの距離

Ｌ ： 孔と孔の中心水平距離

設置可能な範囲

適用範囲

柱 柱

柱面 柱面
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※孔が梁せいの中央に

ない場合

※孔が梁せいの中央

Ｌ ≧Ｄ

※孔の中心位置で

　梁せい分離す　梁せい分離す

※孔の外縁位置で

Ｄ：梁せい

Ｈ：孔径

※平均径の３倍以上離す

の場合

Ｈ：孔径

Ｄ

一般部あばら筋を

コンクリート ： Ｆｃ２１～６７

■使用材料の適用範囲

鉄筋　 　　： 主筋　　　　 ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ２９５Ｂ，ＳＤ３４５，ＳＤ３９０，ＳＤ４９０（ＪＩＳ　Ｇ　３１１２）

あばら筋 ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ２９５Ｂ，ＳＤ３４５，ＳＤ３９０，ＳＤ４９０（ＪＩＳ　Ｇ　３１１２）

（１）孔径（Ｈ）

　　孔径は１００～７５０ｍｍとし、梁せい（Ｄ）の１／３以下とする。

（２）孔位置

　ｃ）へりあき最小寸法

　大梁と小梁が直交する箇所での孔位置は右図による。

５９０Ｎ／ｍ㎡級鋼，６８５Ｎ／ｍ㎡級鋼，７８５Ｎ／ｍ㎡級鋼，１２７５Ｎ／ｍ㎡級鋼（建築基準法第３７条第二号適合品）

スーパーハリーＺ　Ｍタイプ 　ＫＳＳ７８５－Ｋ（認定番号ＭＳＲＢ－０００４）

　・施工に先立ち、補強計算書にもとづきスーパーハリーＺ　Ｍタイプの種類、枚数の確認を行い、あばら筋、結束線の用意をする。

スーパーハリーＺ　Ｍタイプが
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梁貫通孔補強筋　スーパーハリーＺ Ｍタイプ標準図（既製品参考図面）

有効補強範囲

一般部あばら筋の間隔以下一般部あばら筋間隔
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